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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　超音波振動子を有する超音波トランスデューサと、
　前記超音波トランスデューサの基端側に配設され、処置具が導出される処置具導出口を
有する処置具導出部と、前記処置具導出部に隣接する位置に配設され、処置部を観察する
観察窓と、を備える先端部本体と、
　前記先端部本体に装着される装着部を有し、先端が前記超音波トランスデューサよりも
基端側に配置されるフード本体と、前記フード本体に設けられ、前記観察窓の観察視野範
囲に向かって突出する庇状部と、を備える超音波内視鏡用フードと、を備え、
　前記先端部本体および前記フード本体の少なくともいずれか一方に連通部を有し、前記
連通部は前記処置具導出部および前記観察窓の先端側で前記超音波トランスデューサより
基端側の第１の空間と、前記フード本体の基端側および外周側の少なくともいずれか一方
の第２の空間と、を連通する超音波内視鏡。
【請求項２】
　前記連通部は、前記先端部本体の軸線方向に沿って前記フード本体の内壁面に設けられ
、前記第１の空間と前記第２の空間とを連通する連通路である請求項１に記載の超音波内
視鏡。
【請求項３】
　前記連通部は、前記先端部本体の外壁面に設けられ、前記第１の空間から前記先端部本
体の基端側に伸びる溝部である請求項１に記載の超音波内視鏡。
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【請求項４】
　前記連通部は、
　前記先端部本体の外壁面に設けられた溝部と、
　前記フード本体に設けられ、前記溝部と前記フード本体の外周部とを連通する連通孔と
、
　により構成される請求項１に記載の超音波内視鏡。
【請求項５】
　前記連通孔は、気体が前記外周部から前記溝部に向かう方向に流れる弁を有する請求項
４に記載の超音波内視鏡。
【請求項６】
　超音波振動子を有する超音波トランスデューサと、
　前記超音波トランスデューサの基端側に配設された先端部本体であって、処置具挿通チ
ャンネルの先端から処置具を導出する開口と前記開口から導出された前記処置具を前記先
端部本体から導出する処置具導出口とを有する処置具導出部と、前記処置具導出部に隣接
する位置に配設され、処置部を観察する観察窓と、を備える先端部本体と、
　前記先端部本体に装着される装着部を有し、先端が前記超音波トランスデューサよりも
基端側に配置されるフード本体と、前記フード本体に設けられ、前記観察窓の観察視野範
囲に向かって突出する庇状部と、を備える超音波内視鏡用フードと、を備え、
　前記先端部本体および前記フード本体の少なくともいずれか一方に、前記処置具導出部
および前記観察窓の先端側で前記超音波トランスデューサより基端側の第１の空間と、前
記処置具導出部内の前記処置具導出口と前記開口との間の第３の空間と、を連通する連通
部を有する超音波内視鏡。
【請求項７】
　前記フード本体は、
　前記処置具導出口の形成位置に形成された切欠き部と、
　前記切欠き部に対して、前記庇状部の反対側の前記フード本体の先端側に、前記先端部
本体側に向かって突出する第１の突出部と、を有し、
　前記連通部が、前記第１の突出部と前記フード本体の内壁面と、前記先端部本体の外壁
面と、により形成されている請求項６に記載の超音波内視鏡。
【請求項８】
　前記先端部本体の外壁面に、前記フード本体の内壁面側に向かって突出する第２の突出
部を有し、
　前記連通部が、前記第２の突出部と、前記フード本体の内壁面と、前記先端部本体の外
壁面と、により形成されている請求項６に記載の超音波内視鏡。
【請求項９】
　前記連通部は、前記先端部本体の外壁面に設けられ、前記第１の空間から前記第３の空
間に伸びる溝部である請求項７に記載の超音波内視鏡。
【請求項１０】
　超音波振動子を有する超音波トランスデューサと、
　前記超音波トランスデューサの基端側に配設された先端部本体であって、処置具挿通チ
ャンネルの先端から処置具を導出する開口と前記開口から導出された前記処置具を前記先
端部本体から導出する処置具導出口とを有する処置具導出部と、前記処置具導出部に隣接
する位置に配設され、処置部を観察する観察窓と、を備える先端部本体と、
　前記先端部本体に装着される装着部を有し、先端が前記超音波トランスデューサよりも
基端側に配置されるフード本体と、前記フード本体に設けられ、前記観察窓の観察視野範
囲に向かって突出する庇状部と、を備える超音波内視鏡用フードと、を備え、
　前記フード本体の基端側および外周側の少なくともいずれか一方の第２の空間と、前記
処置具導出部内の前記処置具導出口と前記開口との間の第３の空間と、を連通する連通部
を有する超音波内視鏡。
【請求項１１】
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　前記連通部は、前記フード本体の内壁面に設けられ、前記第２の空間と前記第３の空間
とを連通する連通路である請求項１０に記載の超音波内視鏡。
【請求項１２】
　前記連通部は、前記先端部本体の外壁面に設けられ、前記第３の空間から前記先端部本
体の基端側に伸びる溝部である請求項１０に記載の超音波内視鏡。
【請求項１３】
　前記連通部は、
　前記先端部本体の外壁面に設けられた溝部と、
　前記フード本体に設けられ、前記溝部と前記フード本体の外周部とを連通する連通孔と
、
　により構成される請求項１０に記載の超音波内視鏡。
【請求項１４】
　前記連通孔は、気体が前記外周部から前記溝部に向かう方向に流れる弁を有する請求項
１３に記載の超音波内視鏡。
【請求項１５】
　超音波振動子を有する超音波トランスデューサと、
　前記超音波トランスデューサの基端側に配設され、処置具が導出される処置具導出口を
有する処置具導出部と、前記処置具導出部に隣接する位置に配設され、処置部を観察する
観察窓と、を備える先端部本体と、を有する超音波内視鏡に用いられる超音波内視鏡用フ
ードであって、
　前記先端部本体に装着される装着部を有し、先端が前記超音波トランスデューサよりも
基端側に配置されるフード本体と、
　前記フード本体に設けられ、前記観察窓の観察視野範囲に向かって突出する庇状部と、
　前記フード本体の内壁面に前記先端部本体の軸線方向に沿って設けられた連通路と、を
備える超音波内視鏡用フード。
【請求項１６】
　超音波振動子を有する超音波トランスデューサと、
　前記超音波トランスデューサの基端側に配設され、処置具が導出される処置具導出口を
有する処置具導出部と、前記処置具導出部に隣接する位置に配設され、処置部を観察する
観察窓と、外壁面に設けられ先端側から前記処置具導出口の方向に向かって伸びる溝部と
、を備える先端部本体と、を有する超音波内視鏡に用いられる超音波内視鏡用フードであ
って、
　前記先端部本体に装着される装着部を有し、先端が前記超音波トランスデューサよりも
基端側に配置されるフード本体と、
　前記フード本体に設けられ、前記観察窓の観察視野範囲に向かって突出する庇状部と、
　前記フード本体に設けられ、前記先端部本体の前記溝部と外周部とを連通する連通孔と
、を備える超音波内視鏡用フード。
【請求項１７】
　超音波振動子を有する超音波トランスデューサと、
　前記超音波トランスデューサの基端側に配設され、処置具が導出される処置具導出口を
有する処置具導出部と、前記処置具導出部に隣接する位置に配設され、処置部を観察する
観察窓と、を備える先端部本体と、を有する超音波内視鏡に用いられる超音波内視鏡用フ
ードであって、
　前記先端部本体に装着される装着部を有し、先端が前記超音波トランスデューサよりも
基端側に配置されるフード本体と、
　前記フード本体に設けられ、前記観察窓の観察視野範囲に向かって突出する庇状部と、
　前記処置具導出口の形成位置に形成された切欠き部と、
　前記フード本体の内壁面で、前記切欠き部に対して、前記庇状部の反対側の先端側に設
けられた第１の突出部と、を備える超音波内視鏡用フード。
【請求項１８】
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　超音波振動子を有する超音波トランスデューサと、
　前記超音波トランスデューサの基端側に配設され、処置具が導出される処置具導出口を
有する処置具導出部と、前記処置具導出部に隣接する位置に配設され、処置部を観察する
観察窓と、を備える先端部本体と、を有する超音波内視鏡に用いられる超音波内視鏡用フ
ードであって、
　前記先端部本体に装着される装着部を有し、先端が前記超音波トランスデューサよりも
基端側に配置されるフード本体と、
　前記フード本体に設けられ、前記観察窓の観察視野範囲に向かって突出する庇状部と、
　前記処置具導出口の形成位置に形成された切欠き部と、
　前記フード本体の内壁面に設けられ、前記切欠き部から基端側に向かって伸びる連通路
と、を備える超音波内視鏡用フード。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、超音波内視鏡および超音波内視鏡フードに係り、特に内視鏡挿入部の先端部
本体への体腔壁の密着を防止する超音波内視鏡および超音波内視鏡フードに関する。
【背景技術】
【０００２】
　超音波内視鏡として、内視鏡挿入部（以下、挿入部と言う。）の先端部に電子走査式の
超音波トランスデューサを備えたものが知られている。そして、その超音波トランスデュ
ーサを用いて病変部の超音波画像を取得しながら、処置具挿通チャンネルを通して先端部
の処置具導出口から導出した穿刺針を病変部に穿刺し、病変部の細胞組織を採取すること
などが行われている。
【０００３】
　また、超音波内視鏡は、超音波トランスデューサの基端側に先端部本体が配設されてい
る。この先端部本体は、上記の処置具導出口と、観察窓と、照明窓と、を備えており、一
般の内視鏡と同様に光学画像による観察も可能であり、体腔壁に穿刺針を接近させて穿刺
するまでは光学画像による観察を行うことで目的部位へ確実に穿刺針を誘導することがで
きる。
【０００４】
　超音波による観察において、超音波トランスデューサと体腔壁との間に空隙が存在する
と、超音波が空隙で反射され、組織内部の画像が得られない。そのため、鮮明な超音波画
像を取得するためには、超音波トランスデューサを体腔壁に密着させる必要がある。この
とき、観察窓の外表面にも体腔壁が密着し、観察窓から視界が失われてしまうことがある
。観察窓の視界が失われると穿刺ポイント（刺入点）を視認することができない。
【０００５】
　また、穿刺ポイントの確認を、光学画像を用いることなく超音波画像を用いて行うこと
もできるが、その場合であっても観察窓に体腔壁が密着すると、全体が赤い異様な画像と
なるため不快な印象を与えるという問題がある。
【０００６】
　下記の特許文献１には、フードの先端に超音波内視鏡の観察窓の前方に向かって突出す
る庇状部を備え、超音波トランスデューサを体腔壁に密着させた際に、体腔壁と観察窓と
の間に庇状部を介在させることで、観察窓への体腔壁の密着を防止する超音波内視鏡用フ
ードが記載されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特開２０１６－５９４７１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
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【０００８】
　体腔壁に超音波トランスデューサに密着させる際、先端部本体の処置具導出口から体腔
壁を吸引することで、超音波トランスデューサに密着させている。このとき、フードの切
り欠き部と体腔壁との間の空間、フードの先端と体腔壁と超音波トランスデューサの間の
空間に予期せぬ負圧が発生し、体腔壁を吸引しすぎる場合がある。フードを有する場合は
、フードの壁面が空気の流入を抑制するため負圧となりやすく、体腔壁が観察窓に密着し
易くなる。そのため、観察窓の観察視野が体腔壁で遮られてしまい、検査や処置に支障を
来すことがある。
【０００９】
　本発明はこのような事情に鑑みてなされたものであり、体腔壁に超音波トランスデュー
サを密着させる際、吸引により、先端部本体に体腔壁が密着することを防止し、観察窓に
よる観察視野を確保することができる超音波内視鏡および超音波内視鏡用フードを提供す
ることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明は、上記目的を達成するために、超音波振動子を有する超音波トランスデューサ
と、超音波トランスデューサの基端側に配設され、処置具が導出される処置具導出口を有
する処置具導出部と、処置具導出部に隣接する位置に配設され、処置部を観察する観察窓
と、を備える先端部本体と、先端部本体に装着される装着部を有し、先端が超音波トラン
スデューサよりも基端側に配置されるフード本体と、フード本体に設けられ、観察窓の観
察視野範囲に向かって突出する庇状部と、を備える超音波内視鏡用フードと、を備え、先
端部本体およびフード本体の少なくともいずれか一方に連通部を有し、連通部は処置具導
出部および観察窓の先端側で超音波トランスデューサより基端側の第１の空間と、フード
本体の基端側および外周側の少なくともいずれか一方の第２の空間と、を連通する超音波
内視鏡を提供する。
【００１１】
　本発明によれば、処置具導出部および観察窓の先端の第１の空間全体に、体腔壁が密着
し、第１の空間が負圧になった場合、第２の空間の空気が連通部を介して第１の空間に流
入するので、第１の空間の負圧を開放させることができる、したがって、体腔壁に超音波
トランスデューサを密着させる際、吸引により、先端部本体に体腔壁が密着することを防
止し、観察窓による観察視野を確保することができる。
【００１２】
　本発明の別の態様においては、連通部は、先端部本体の軸線方向に沿ってフード本体の
内壁面に設けられ、第１の空間と第２の空間とを連通する連通路であることが好ましい。
【００１３】
　この態様は、連通部の一態様を示したものであり、フード本体の内壁面に先端部本体の
軸線に沿って連通路を設けることで、第１の空間と第２の空間とを連通させることができ
る。
【００１４】
　本発明の別の態様においては、連通部は、先端部本体の外壁面に設けられ、第１の空間
から先端部本体の基端側に伸びる溝部であることが好ましい。
【００１５】
　この態様は、連通部の一態様を示したものであり、先端部本体の外壁面に溝部を設ける
ことで、第１の空間と第２の空間を連通させることができる。
【００１６】
　本発明の別の態様においては、連通部は、先端部本体の外壁面に設けられた溝部と、フ
ード本体に設けられ、溝部とフード本体の外周部とを連通する連通孔と、により構成され
ることが好ましい。
【００１７】
　この態様は、連通部の一態様を示したものであり、先端部本体の外壁面に溝部を設け、
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フード本体において、この溝部に対応する位置に外周部と連通する連通孔を設けることで
、第１の空間と第２の空間を連通させることができる。
【００１８】
　本発明の別の態様においては、連通孔は、気体が外周部から溝部に向かう方向に流れる
弁を有することが好ましい。
【００１９】
　この態様によれば、連通孔に弁を設けることで、第１の空間に気体を流入させ、逆方向
に空気が流れることを防止できるので、第１の空間が負圧になることを防止することがで
きる。
【００２０】
　本発明は、上記目的を達成するために、超音波振動子を有する超音波トランスデューサ
と、超音波トランスデューサの基端側に配設され、処置具挿通チャンネルから処置具を導
出する開口と処置具が導出される処置具導出口とを有する処置具導出部と、処置具導出部
に隣接する位置に配設され、処置部を観察する観察窓と、を備える先端部本体と、先端部
本体に装着される装着部を有し、先端が超音波トランスデューサよりも基端側に配置され
るフード本体と、フード本体に設けられ、観察窓の観察視野範囲に向かって突出する庇状
部と、を備える超音波内視鏡用フードと、を備え、先端部本体およびフード本体の少なく
ともいずれか一方に、処置具導出部および観察窓の先端側で超音波トランスデューサより
基端側の第１の空間と、処置具導出部内の処置具導出口と開口とで形成される第３の空間
と、を連通する連通部を有する超音波内視鏡を提供する。
【００２１】
　本発明によれば、処置具導出口付近に体腔壁が密着し、第３の空間が負圧になった場合
、第１の空間から空気を流入させることで、第３の空間の負圧を開放させることができる
。したがって、体腔壁に超音波トランスデューサを密着させる際、吸引により、先端部本
体に体腔壁が密着することを防止し、観察窓による観察視野を確保することができる。
【００２２】
　本発明の別の態様においては、フード本体は、処置具導出口の形成位置に形成された切
欠き部と、切欠き部に対して、庇状部の反対側のフード本体の先端側に、先端部本体側に
向かって突出する第１の突出部と、を有し、連通部が、第１の突出部とフード本体の内壁
面と、先端部本体の外壁面と、により形成されていることが好ましい。
【００２３】
　この態様は、連通部の一態様を示したものであり、フード本体の先端側に、先端部本体
側に向かって突出する第１の突出部を有することで、フード本体の内壁面と、先端部本体
の外壁面とで連通部を形成することができる。これにより、第３の空間に空気を流入し、
第３の空間の負圧を開放することができる。
【００２４】
　本発明の別の態様においては、先端部本体の外壁面に、フード本体の内壁面側に向かっ
て突出する第２の突出部を有し、連通部が、第２の突出部と、フード本体の内壁面と、先
端部本体の外壁面と、により形成されていることが好ましい。
【００２５】
　この態様は、連通部の一態様を示したものであり、先端部本体の外壁面に、フード本体
の内壁面に向かって突出する第３の突出部を有することで、フード本体の内壁面と、先端
部本体の外壁面とで連通部を形成することができる。これにより、第３の空間に空気を流
入し、第３の空間の負圧を開放することができる。
【００２６】
　本発明の別の態様においては、連通部は、先端部本体の外壁面に設けられ、第１の空間
から第３の空間に伸びる溝部であることが好ましい。
【００２７】
　この態様は、連通部の一態様を示したものであり、先端部本体の外壁面に第１の空間か
ら第３の空間に伸びる溝部を設けることで、フード本体を装着した際に連通部とすること
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ができる。
【００２８】
　本発明は、上記目的を達成するために、超音波振動子を有する超音波トランスデューサ
と、超音波トランスデューサの基端側に配設された先端部本体であって、処置具挿通チャ
ンネルの先端から処置具を導出する開口と開口から導出された処置具を先端部本体から導
出する処置具導出口とを有する処置具導出部と、処置具導出部に隣接する位置に配設され
、処置部を観察する観察窓と、を備える先端部本体と、先端部本体に装着される装着部を
有し、先端が超音波トランスデューサよりも基端側に配置されるフード本体と、フード本
体に設けられ、観察窓の観察視野範囲に向かって突出する庇状部と、を備える超音波内視
鏡用フードと、を備え、フード本体の基端側および外周側の少なくともいずれか一方の第
２の空間と、処置具導出部内の処置具導出口と開口との間の第３の空間と、を連通する連
通部を有する超音波内視鏡を提供する。
【００２９】
　本発明によれば、処置具導出口付近に体腔壁が密着し、第３の空間が負圧になった場合
、第２の空間から空気を流入させることで、第３の空間の負圧を開放させることができる
。したがって、体腔壁に超音波トランスデューサを密着させる際、吸引により、先端部本
体に体腔壁が密着することを防止し、観察窓による観察視野を確保することができる。
【００３０】
　本発明の別の態様においては、連通部は、フード本体の内壁面に設けられ、第２の空間
と第３の空間とを連通する連通路であることが好ましい。
【００３１】
　この態様は、連通部の一態様を示したものであり、フード本体の内壁面に先端部本体の
軸線に沿って連通路を設けることで、第２の空間と第３の空間とを連通させることができ
る。
【００３２】
　本発明の別の態様においては、連通部は、先端部本体の外壁面に設けられ、第３の空間
から先端部本体の基端側に伸びる溝部であることが好ましい。
【００３３】
　この態様は、連通部の一態様を示したものであり、先端部本体の外壁面に溝部を設ける
ことで、第２の空間と第３の空間を連通させることができる。
【００３４】
　本発明の別の態様においては、連通部は、先端部本体の外壁面に設けられた溝部と、フ
ード本体に設けられ、溝部とフード本体の外周部とを連通する連通孔と、により構成され
ることが好ましい。
【００３５】
　この態様は、連通部の一態様を示したものであり、先端部本体の外壁面に溝部を設け、
フード本体において、この溝部に対応する位置に外周部と連通する連通孔を設けることで
、第２の空間と第３の空間を連通させることができる。
【００３６】
　本発明の別の態様においては、連通孔は、気体が外周部から溝部に向かう方向に流れる
弁を有することが好ましい。
【００３７】
　この態様によれば、連通孔に弁を設けることで、第３の空間に気体を流入させ、逆方向
に空気が流れることを防止できるので、第３の空間が負圧になることを防止することがで
きる。
【００３８】
　本発明は、上記目的を達成するために、超音波振動子を有する超音波トランスデューサ
と、超音波トランスデューサの基端側に配設された先端部本体であって、処置具挿通チャ
ンネルの先端から処置具を導出する開口と開口から導出された処置具を先端部本体から導
出する処置具導出口とを有する処置具導出部と、処置具導出部に隣接する位置に配設され
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、処置部を観察する観察窓と、を備える先端部本体と、を有する超音波内視鏡に用いられ
る超音波内視鏡用フードであって、先端部本体に装着される装着部を有し、先端が超音波
トランスデューサよりも基端側に配置されるフード本体と、フード本体に設けられ、観察
窓の観察視野範囲に向かって突出する庇状部と、フード本体の内壁面に先端部本体の軸線
方向に沿って設けられた連通路と、を備える超音波内視鏡用フードを提供する。
【００３９】
　本発明によれば、超音波トランスデューサの基端側で、超音波内視鏡の先端部本体の処
置具導出部および観察窓の先端側に体腔壁が密着した場合、フード本体に設けられた連通
路を用いて、処置具導出部および観察窓の先端側に空気を流入させることができる。した
がって、体腔壁に超音波トランスデューサを密着させる際、吸引により、先端部本体に体
腔壁が密着することを防止し、観察窓による観察視野を確保することができる。
【００４０】
　本発明は、上記目的を達成するために、超音波振動子を有する超音波トランスデューサ
と、超音波トランスデューサの基端側に配設され、処置具が導出される処置具導出口を有
する処置具導出部と、処置具導出部に隣接する位置に配設され、処置部を観察する観察窓
と、外壁面に設けられ先端側から処置具導出口の方向に向かって伸びる溝部と、を備える
先端部本体と、を有する超音波内視鏡に用いられる超音波内視鏡用フードであって、先端
部本体に装着される装着部を有し、先端が超音波トランスデューサよりも基端側に配置さ
れるフード本体と、フード本体に設けられ、観察窓の観察視野範囲に向かって突出する庇
状部と、フード本体に設けられ、先端部本体の溝部と外周部とを連通する連通孔と、を備
える超音波内視鏡用フードフードを提供する。
【００４１】
　本発明によれば、先端部本体の外壁面に溝部を備える超音波内視鏡に対して、フード本
体のこの溝部に対応する位置に外周部と連通する連通孔を設けることで、処置具導出口、
または、超音波トランスデューサの後端側で処置具導出口および観察窓の先端側の空間の
負圧を開放することができる。
【００４２】
　本発明は、上記目的を達成するために、超音波振動子を有する超音波トランスデューサ
と、超音波トランスデューサの基端側に配設され、処置具が導出される処置具導出口を有
する処置具導出部と、処置具導出部に隣接する位置に配設され、処置部を観察する観察窓
と、を備える先端部本体と、を有する超音波内視鏡に用いられる超音波内視鏡用フードで
あって、先端部本体に装着される装着部を有し、先端が超音波トランスデューサよりも基
端側に配置されるフード本体と、フード本体に設けられ、観察窓の観察視野範囲に向かっ
て突出する庇状部と、処置具導出口の形成位置に形成された切欠き部と、フード本体の内
壁面で、切欠き部に対して、庇状部の反対側の先端側に設けられた第１の突出部と、を備
える超音波内視鏡用フードを提供する。
【００４３】
　本発明によれば、フード本体の内壁面に第１の突出部を設けることで、フード本体を超
音波内視鏡に装着したとき、第１の突出部と、フード本体の内壁面と、先端部本体の外壁
面とで連通部を形成することができる。これにより、超音波内視鏡の処置具導出口に空気
を流入させることができ、処置具導出口に体腔壁が密着することを防止することができる
。
【００４４】
　本発明は、上記目的を達成するために、超音波振動子を有する超音波トランスデューサ
と、超音波トランスデューサの基端側に配設され、処置具が導出される処置具導出口を有
する処置具導出部と、処置具導出部に隣接する位置に配設され、処置部を観察する観察窓
と、を備える先端部本体と、を有する超音波内視鏡に用いられる超音波内視鏡用フードで
あって、先端部本体に装着される装着部を有し、先端が超音波トランスデューサよりも基
端側に配置されるフード本体と、フード本体に設けられ、観察窓の観察視野範囲に向かっ
て突出する庇状部と、処置具導出口の形成位置に形成された切欠き部と、フード本体の内
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壁面に設けられ、切欠き部から基端側に向かって伸びる連通路と、を備える超音波内視鏡
用フードを提供する。
【００４５】
　本発明によれば、フード本体に設けられた連通路を用いて、処置具導出口に空気を流入
させることができる。これにより、体腔壁の先端部本体への密着を防止することができ、
観察窓で確認しながら処置および検査を行うことができる。
【発明の効果】
【００４６】
　本発明によれば、体腔壁に超音波トランスデューサを密着させる際、吸引により、先端
部本体に体腔壁が密着することを防止し、観察窓による観察視野を確保することができる
。
【図面の簡単な説明】
【００４７】
【図１】本発明の超音波内視鏡の全体図である。
【図２】先端部を拡大して示した斜視図である。
【図３】第１実施形態の内視鏡の先端部と超音波内視鏡用フードとを取り外した状態を示
す斜視図である。
【図４】第１実施形態の内視鏡の先端部と超音波内視鏡用フードとを装着した状態を示す
斜視図である。
【図５】第２実施形態の内視鏡の先端部と超音波内視鏡用フードとを取り外した状態を示
す斜視図である。
【図６】第２実施形態の内視鏡の先端部と超音波内視鏡用フードとを装着した状態を示す
斜視図である。
【図７】第３実施形態の内視鏡の先端部と超音波内視鏡用フードとを取り外した状態を示
す斜視図である。
【図８】第３実施形態の内視鏡の先端部と超音波内視鏡用フードとを装着した状態を示す
斜視図である。
【図９】弁の作用を説明する図である。
【図１０】第４実施形態の内視鏡の先端部と超音波内視鏡用フードとを取り外した状態を
示す斜視図である。
【図１１】第４実施形態の内視鏡の先端部と超音波内視鏡用フードとを装着した状態を示
す斜視図である。
【図１２】第５実施形態の内視鏡の先端部と超音波内視鏡用フードとを取り外した状態を
示す斜視図である。
【図１３】第５実施形態の内視鏡の先端部と超音波内視鏡用フードとを装着した状態を示
す斜視図である。
【図１４】第６実施形態の内視鏡の先端部と超音波内視鏡用フードとを取り外した状態を
示す斜視図である。
【図１５】第６実施形態の内視鏡の先端部と超音波内視鏡用フードとを装着した状態を示
す斜視図である。
【図１６】第７実施形態の内視鏡の先端部と超音波内視鏡用フードとを取り外した状態を
示す斜視図である。
【図１７】第７実施形態の内視鏡の先端部と超音波内視鏡用フードとを装着した状態を示
す斜視図である。
【図１８】第８実施形態の内視鏡の先端部と超音波内視鏡用フードとを取り外した状態を
示す斜視図である。
【図１９】第８実施形態の内視鏡の先端部と超音波内視鏡用フードとを装着した状態を示
す斜視図である。
【図２０】第９実施形態の内視鏡の先端部と超音波内視鏡用フードとを取り外した状態を
示す斜視図である。
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【図２１】第９実施形態の内視鏡の先端部と超音波内視鏡用フードとを装着した状態を示
す斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００４８】
　以下、添付図面に従って、本発明に係る超音波内視鏡および超音波内視鏡用フードにつ
いて説明する。
【００４９】
　（超音波内視鏡）
　［第１実施形態］
　図１は、本発明が適用される超音波内視鏡１の全体図である。
【００５０】
　同図における超音波内視鏡１（以下、単に「内視鏡１」ともいう）は、施術者が把持し
て各種操作を行う操作部１０と、体腔内に挿入される挿入部１２と、ユニバーサルコード
１４と、から構成される。内視鏡１は、ユニバーサルコード１４を介して、内視鏡システ
ムを構成する不図示のプロセッサ装置および光源装置などのシステム構成装置に接続され
る。
【００５１】
　操作部１０には、施術者によって操作される各種操作部材が設けられており、例えば、
作用を適宜後述するアングルノブ１６、起立操作レバー１８、送気送水ボタン２０および
吸引ボタン２２などが設けられている。
【００５２】
　また、操作部１０には、挿入部１２内に挿通された処置具挿通チャンネルに処置具を挿
入する処置具導入口２４が設けられている。
【００５３】
　挿入部１２は、操作部１０の先端から延出されており、全体が細径で長尺状に形成され
ている。
【００５４】
　また、挿入部１２は、基端側から先端側に向かって順に軟性部３０、湾曲部３２および
先端部３４により構成されている。
【００５５】
　軟性部３０は、挿入部１２の基端側からの大部分を占めており、任意の方向に湾曲する
可撓性を有している。挿入部１２を体腔内に挿入した際には、軟性部３０が体腔内への挿
入経路に沿って湾曲する。
【００５６】
　湾曲部３２は、操作部１０のアングルノブ１６の回転操作によって上下方向および左右
方向に湾曲動作するようになっており、湾曲部３２を湾曲動作させることによって先端部
３４を所望の方向に向けることができる。
【００５７】
　ユニバーサルコード１４は、電気ケーブル、ライトガイドおよび流体チューブを内包し
ている。このユニバーサルコード１４の不図示の端部にはコネクタが備えられており、そ
のコネクタをプロセッサ装置、および光源装置等の内視鏡システムを構成する所定のシス
テム構成装置に接続することによって、システム構成装置から内視鏡１に内視鏡１の運用
に必要な電力、制御信号、照明光、液体および気体等が供給され、また、撮像部により取
得される観察画像のデータ、および超音波トランスデューサにより取得された超音波画像
のデータが内視鏡１からシステム構成装置に伝送される。なお、システム構成装置に伝送
された観察画像および超音波画像はモニタに表示され、施術者等が観察することができる
。
【００５８】
　続いて、挿入部１２の先端部３４の構成について説明する。図２は先端部３４を拡大し
て示した斜視図である。
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【００５９】
　先端部３４は、その外壁および内部の隔壁を形成する先端部本体３６を有し、その先端
部本体３６に備えられた収容部に先端部本体３６に配置される各構成部品が収容保持され
る。なお、図２の符号３８は、先端部本体３６の軸線３８を指す。軸線３８とは、図１の
挿入部１２の長手方向の軸線と一致する線または平行な線のことをいう。
【００６０】
　詳細は省略するが、先端部本体３６はその一部をセパレートブロックとして着脱可能に
取り外すことができ、セパレートブロックを取り外した状態で各構成部品を所定の収容部
に組み付けることができる。各構成部品を収容部に組み付けた後、セパレートブロックを
先端部本体３６に取り付けることによって、各構成部品が収容部に収容保持されて先端部
３４に固定される。
【００６１】
　先端部本体３６は、絶縁性を有する絶縁材料、例えば、メタクリル樹脂、およびポリカ
ーボネイドのようなプラスチック等の樹脂材料により形成されている。
【００６２】
　先端部３４は、図２に示すように先端部本体３６を構成する基部４０と、基部４０から
先端側に延設されて超音波トランスデューサ５０を保持する延部４２と、から構成されて
いる。
【００６３】
　すなわち、延部４２には、超音波を送受する超音波振動子を先端部本体３６の軸線３８
方向に沿って湾曲状に配列して形成された超音波送受信面５２を有するコンベックス型の
超音波トランスデューサ５０が配置されている。この超音波トランスデューサ５０により
体内組織の超音波画像を生成するデータが取得される。なお、超音波振動子の数は限定さ
れず、１つでも良いし、２つ以上の複数の超音波振動子を配置しても良い。
【００６４】
　先端部本体３６は、外壁面３７を有し、その外壁面３７の先端側には、先端部本体３６
の基端側に向かって斜め上を向く左側観察手段形成面６４Ｌと右側観察手段形成面６４Ｒ
とが設けられる。左側観察手段形成面６４Ｌと右側観察手段形成面６４Ｒとの間の中央部
には、処置具導出部５６が設けられる。左側観察手段形成面６４Ｌには、観察窓４４、送
気送水ノズル４８および照明窓４６Ｌが設けられ、観察窓４４は、処置具導出部５６に隣
接する位置に配置される。また、右側観察手段形成面６４Ｒには、照明窓４６Ｒが設けら
れる。ここで、観察窓４４が処置具導出部５６に隣接する位置に配置されるとは、処置具
導出部５６から導出された処置具が観察窓４４の視野範囲に入る位置に観察窓４４が配置
されていれば、観察窓４４または観察窓４４が設けられた左側観察手段形成面６４Ｌが、
処置具導出部５６のとなりに配置されている場合に限定されない。観察窓４４または左側
観察手段形成面６４Ｌと、処置具導出部５６と、の間に他の部材が配置されていても良い
。
【００６５】
　観察窓４４の内側には、撮影部を構成する結像光学系と固体撮像素子とが一体的に組み
立てられた撮像系ユニットが収容されている。これにより、撮像部の視野範囲となる処置
部からの光が観察窓４４から取り込まれると、その光は結像光学系を介して個体撮像素子
に観察像として結像される。つまり、処置部が固体撮像素子によって撮像される。
【００６６】
　照明窓４６Ｌ、４６Ｒの内部には照明部を構成する光出射部が収容されている。光出射
部からは、ユニバーサルコード１４に接続された光源装置からライトガイドを介して伝送
された照明光が出射され、その照明光が照明窓４６Ｌ、４６Ｒを介して撮像部の視野範囲
の処置部に照射される。
【００６７】
　送気送水ノズル４８は、左側観察手段形成面６４Ｌに設けられており、図１の送気送水
ボタン２０の操作によって、図２の送気送水ノズル４８から観察窓４４に向けて洗浄液、
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水、またはエアーなど（以下、「洗浄液など」ともいう）が噴射されて観察窓４４の洗浄
などが行われる。
【００６８】
　処置具導出部５６は、凹状の起立台収容部６２を有し、その起立台収容部６２の基端側
に処置具挿通チャンネルの開口６６が配置される。開口６６は、挿入部１２内に挿通され
た処置具挿通チャンネルを通じて操作部１０の処置具導入口２４に連結されており、処置
具導入口２４から挿入された処置具が開口６６から起立台収容部６２へと導出される。
【００６９】
　起立台収容部６２の開口６６の前方となる位置には、起立台６０が配置されている。起
立台６０は、ステンレス鋼などの金属材料により形成されており、上面側に先端部本体３
６の基端側から先端側に向かって上方に湾曲する凹面状のガイド面を有している。開口６
６から導出された処置具はそのガイド面に沿って先端部本体３６の軸線３８方向（例えば
、挿入部１２の長手軸方向）に対して上向きに湾曲して起立台収容部６２に設けられた処
置具導出口５８から処置具が導出される。
【００７０】
　また、起立台６０は、図１に示した起立操作レバー１８の操作により起立動作するよう
になっており、起立台６０を起立動作させて倒伏状態からの起立角度を調整することによ
り処置具導出口５８から導出する処置具の導出方向（導出角度）を変更することができる
。
【００７１】
　なお、処置具挿通チャンネルは、不図示の吸引チャンネルとも連結されており、図１の
吸引ボタン２２を操作することにより、処置具導出口５８から体液などを吸引することも
できる。
【００７２】
　次に、内視鏡１の先端部本体３６に着脱可能に装着される超音波内視鏡用フードについ
て説明する。
【００７３】
　図３は、先端部３４と超音波内視鏡用フード８０（以下、単にフード８０という）とを
示し、先端部本体３６に装着される前のフード８０を示した斜視図であり、図４は、先端
部本体３６にフード８０が装着された先端部３４の斜視図である。
【００７４】
　これらの図に示すフード８０は、例えばシリコンゴム又はフッ素ゴムなどの弾性材料に
より、かつ、円筒状に形成されたフード本体８１を有する。また、フード８０は、フード
８０が先端部本体３６に装着されたときに、先端部本体３６の処置具導出口５８の形成位
置と対応する位置に、フード本体８１の先端から基端側に伸びる切欠き部８４を有する。
なお、フード８０は透明であってもよく、透明でなくてもよい。
【００７５】
　フード本体８１の内周面は、先端部本体３６の円筒状の外壁面３７と略同一径を有し、
図４のようにフード本体８１の基端側の装着部８２が先端部本体３６の外壁面３７に外嵌
されて、装着部８２が外壁面３７と密着する。これによりフード本体８１が図４のように
先端部本体３６に装着される。
【００７６】
　なお、装着部８２の構成は任意に構成に変更できる。また、先端部本体３６へのフード
本体８１の装着は、接着材又は接着テープ等の任意の固定手段を用いることもできる。
【００７７】
　また、フード本体８１は、切欠き部８４の基端の位置が、先端部本体３６の処置具導出
口５８における凹状の起立台収容部６２の基端の位置と略一致する位置で、かつ、起立台
収容部６２の周方向の位置と切欠き部８４の周方向の位置とが略一致する位置に装着され
る。これにより、先端部本体３６に対してフード本体８１が略規定の位置に固定されると
共に、フード本体８１が処置具導出口５８からの処置具の導出を阻害しない位置に配置さ
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れる。
【００７８】
　このようにフード本体８１が先端部本体３６に装着されると、フード本体８１の先端は
、超音波トランスデューサ５０よりも基端側に配置される。
【００７９】
　また、フード本体８１が先端部本体３６に装着されると、フード本体８１の切欠き部８
４に対して左右両側の少なくとも先端側の部分は、左側観察手段形成面６４Ｌと右側観察
手段形成面６４Ｒに対して離間し、先端部本体３６の外壁面３７に接触しない状態で配置
される。
【００８０】
　そして、フード本体８１の切欠き部８４に対して左側の先端側の部分である庇状部８３
が、観察窓４４の観察視野範囲に向かって突出して配置される。先端部本体３６にフード
８０が装着された状態において、平面視で、フード本体８１の庇状部８３が観察窓４４と
重なる位置に突出する。また、庇状部８３は、観察窓４４（撮像手段）の観察視野の範囲
のうち、処置具導出口５８から導出される処置具を観察するための視野範囲とは重ならな
い視野範囲に配置される。
【００８１】
　なお、庇状部８３は、処置具導出口５８に対し、先端部本体３６の軸線３８に平行であ
って、観察窓４４の光軸を含む平面を挟んで反対側に設けられることが好ましい。また、
庇状部８３は、超音波トランスデューサ５０の超音波走査範囲に重ならない位置に設けら
れることが望ましく、両方を満たす位置に設けられることがより好ましい。
【００８２】
　フード本体８１の内壁面には、先端部本体３６の軸線３８方向に沿って伸びる連通路８
５が設けられる。連通路８５は、フード本体８１の内壁面に、先端部本体３６の軸線３８
方向に沿った２本の凸条部８６により形成され、その凸条部８６間を連通路８５とするこ
とができる。先端部本体３６にフード本体８１が装着されると、連通路８５と先端部本体
３６の外壁面３７との間に連通部８７が形成される。
【００８３】
　このように構成された第１実施形態の内視鏡１によれば、体腔内に挿入部１２を挿入し
、体腔壁に超音波トランスデューサ５０を密着させるために吸引操作を行うと、図４の如
く、超音波トランスデューサ５０と観察手段形成面６４Ｌ、６４Ｒと体腔壁とで形成され
る第１の空間６８が負圧になる場合がある。負圧になると、体腔壁に観察窓４４が密着し
て観察窓４４による光学視野が遮られる場合があるが、第１実施形態の内視鏡１によれば
、図４の矢印Ａで示すように、フード本体８１の基端側の第２の空間）７０から第１の空
間６８に空気が連通部８７を介して流入する。これにより、第１空間６８の負圧の進行が
阻止されるので、観察窓４４が体腔壁に密着するのを防止することができる。したがって
、第１実施形態の内視鏡１によれば、体腔壁に超音波トランスデューサ５０を密着させる
際、吸引により、先端部本体３６に体腔壁が密着することを防止し、観察窓４４による観
察視野を確保することができる。
【００８４】
　連通路８５は、フード本体８１（先端部本体３６）の基端側から空気を流入させること
ができれば、その構成は特に限定されない。例えば、フード本体８１の内壁面に凹条部を
形成し、この凹条部を連通路８５とすることができる。また、フード本体８１の外壁面と
内壁面との間に、フード本体の基端側から先端側に貫通した孔を設け、この孔を連通路と
することができる。また、連通路８５の数も、特に限定されない。図３および図４に示す
ように、１本でもよいし、複数本設けてもよい。
【００８５】
　また、フード本体８１に、連通路８５とフード本体８１の外壁面とを連通する連通孔を
設けても良い。連通孔を設けることで、フード本体８１の外壁面から空気を第１の空間６
８に流入させることができ、第１の空間６８への空気の流入距離を短くすることができる
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。
【００８６】
　［第２実施形態］
　次に、第２実施形態の内視鏡の先端部１３４および超音波内視鏡用フード１８０（以下
、単にフード１８０という）について説明する。
【００８７】
　図５は、第２実施形態の内視鏡の先端部１３４とフード１８０とを示し、先端部本体１
３６に装着される前のフード１８０を示した斜視図である。また、図６は、先端部本体１
３６にフード１８０を装着した状態を示した斜視図である。なお、図５および図６に示す
第２実施形態の説明において、図３および図４に示した第１実施形態と同一または類似の
部材については同一の符号を付して説明を省略する場合がある。
【００８８】
　第２実施形態の内視鏡は、先端部本体１３６に溝部１７２が設けられ、フード１８０は
、連通路を有さない点が、第１実施形態の内視鏡の先端部本体３６およびフード８０と異
なる構成である。
【００８９】
　図５および図６に示すように、先端部本体１３６の外壁面１３７には、先端部本体１３
６の軸線１３８方向に沿って、左側観察手段形成面６４Ｌから先端部本体１３６の基端側
に伸びる溝部１７２が設けられる。先端部本体１３６にフード１８０が装着されると、溝
部１７２とフード本体１８１の内壁面とで、連通部１８７が形成される。溝部１７２は、
先端部本体１３６にフード１８０が装着された状態において、フード１８０の基端部から
露出する位置まで形成される。
【００９０】
　第２実施形態の内視鏡によれば、図６の矢印Ｂで示すように、フード本体１８１の基端
側の第２の空間７０から第１の空間６８に連通路１８７を介して空気を流入させることが
できる。したがって、第２実施形態の内視鏡によれば、体腔壁に超音波トランスデューサ
５０を密着させる際、吸引により、先端部本体３６に体腔壁が密着することを防止し、観
察窓４４による観察視野を確保することができる。
【００９１】
　溝部１７２の形状は、第２の空間７０から第１の空間６８に空気を流入させることがで
きれば、特に限定されない。図５および図６に示すように、断面が円弧状の曲面形状でも
よく、または、断面が四角形状などの複数の平面で構成してもよい。
【００９２】
　［第３実施形態］
　次に、第３実施形態の内視鏡の先端部２３４および超音波内視鏡用フード２８０（以下
、単にフード２８０という）について説明する。
【００９３】
　図７は、第３実施形態の内視鏡の先端部２３４と、フード２８０とを示し、先端部本体
２３６に装着される前のフード２８０を示した斜視図である。また、図８は、先端部本体
２３６にフード２８０を装着した状態を示した斜視図である。なお、図７および図８に示
す第２実施形態の説明において、図３および図４に示した第１実施形態と同一または類似
の部材については同一の符号を付して説明を省略する場合がある。
【００９４】
　第３実施形態の内視鏡は、先端部本体２３６に溝部２７２が設けられ、フード１８０は
、連通路を有さず、連通孔２８８を有する点が、第１実施形態の先端部３４およびフード
８０と異なる構成である。
【００９５】
　図７および図８に示すように、先端部本体２３６の外壁面２３７に、左側観察手段形成
面６４Ｌから先端部本体２３６の基端側に伸びる溝部２７２が設けられる。また、フード
本体２８１は、先端部本体２３６にフード２８０を装着した状態において、溝部２７２に



(15) JP 6652521 B2 2020.2.26

10

20

30

40

50

対応する位置に、連通孔２８８を有する。先端部本体２３６にフード２８０が装着される
と、溝部２７２とフード本体２８１の連通孔２８８とにより連通部２８７が形成される。
【００９６】
　第３実施形態の内視鏡によれば、図８の矢印Ｃで示すように、フード本体２８１の外周
側の第２の空間７０から第１の空間６８に連通部２８７を介して空気を流入させることが
できる。したがって、第３実施形態の内視鏡によれば、体腔壁に超音波トランスデューサ
５０を密着させる際、吸引により、先端部本体３６に体腔壁が密着することを防止し、観
察窓４４による観察視野を確保することができる。
【００９７】
　また、図９のフード本体２８１の要部断面図に示すように、連通孔２８８に弁２８９を
設けることができる。図９の如く、弁２８９が閉じている状態、つまり、第１の空間６８
と第２の空間７０との圧力差がない状態では、弁２８９が連通孔２８８を塞いでいるため
、空気は第２の空間７０から第１の空間６８に流入しない。弁２８９が開いた状態、つま
り、第１の空間６８が負圧になると、弁２８９がフード本体２８１の内壁面側に開くこと
で、第２の空間７０から第１の空間６８に矢印Ｃの如く空気が流入する。
【００９８】
　溝部２７２の形状は、第２の空間７０から第１の空間６８に空気を流入させることがで
きれば、特に限定されない。図７および図８に示すように、断面が円弧状の曲面形状でも
よく、または断面が四角形状などの複数の平面で構成してもよい。
【００９９】
　なお、第１実施形態から第３実施形態の先端部３４、１３４、２３４、およびフード８
０、１８０、２８０においては、連通部８７、１８７、２８７は、フード本体８１、１８
１、２８１の先端部本体３６、１３６、２３６の左側観察手段形成面６４Ｌ側に設けられ
ている。観察窓４４を備えた左側観察手段形成面６４Ｌ側に設けることで、体腔壁が観察
窓４４に密着し難くなる。なお、第１の空間６８の負圧を抑制することができれば、連通
部８７、１８７、２８７を、フード本体８１、１８１、２８１の右側観察手段形成面６４
Ｒ側に設けてもよい。
【０１００】
　［第４実施形態］
　次に、第４実施形態の内視鏡の先端部３３４および超音波内視鏡用フード３８０（以下
、単にフード３８０という）について説明する。
【０１０１】
　図１０は、第４実施形態の内視鏡の先端部３３４と、フード３８０とを示し、先端部本
体３３６に装着される前のフード３８０を示した斜視図である。図１１は、先端部本体３
３６にフード３８０を装着した状態を示した斜視図である。なお、図１０および図１１に
示す第４実施形態の説明において、図３および図４に示した第１実施形態と同一または類
似の部材については同一の符号を付して説明を省略する場合がある。
【０１０２】
　第４実施形態のフード３８０は、連通路を有さず、フード本体３８１に第１の突出部３
９０を有する点が第１実施形態のフード８０と異なる構成である。
【０１０３】
　第１の突出部３９０は、フード本体３８１の切り欠き部８４に対して庇状部８３の反対
側で、フード本体３８１の先端側の位置に、先端部本体３３６側に向かって突出して設け
られる。図１０および図１１においては、フード本体３８１の切り欠き部８４と先端側端
部３９１との境界の角部の位置を、先端部本体３３６側に向けて折り曲げた構成とするこ
とで、第１の突出部３９０を形成している。先端部本体３３６の外壁面３３７にフード３
８０が装着されると、第１の突出部３９０が外壁面３３７に当接されることにより、フー
ド本体３８１の内壁面と外壁面３３７との間に連通部３８７が形成される。
【０１０４】
　一方、吸引チャンネルは上述したように、処置具挿通チャンネルに連結されているため



(16) JP 6652521 B2 2020.2.26

10

20

30

40

50

、吸引は、処置具挿通チャンネルから行われる。したがって、処置具導出口５８に体腔壁
が密着し、処置具挿通チャンネルの開口６６（図２参照）、起立台収容部６２、および処
置具導出口５８により形成される第３の空間７４が負圧になる場合がある。処置具導出口
５８に体腔壁が密着していると、処置位置の観察を観察窓４４により行うことができず、
目的位置で確実に処置することができない。そこで、図１１の如く、連通部３８７を設け
、図１１の矢印Ｄで示すように、第１の空間６８から、つまり、超音波トランスデューサ
５０と観察手段形成面６４Ｌ、６４Ｒの間の空間から第３の空間７４に空気を流入させる
ことで、第３の空間７４に生じる負圧を抑制することができるので、処置具導出口５８に
体腔壁が密着することを防止することができる。
【０１０５】
　第１の突出部３９０は、先端部本体３３６の外壁面３３７とフード本体３８１の内壁面
との間で、連通部３８７を形成することができれば、その構成は特に限定されない。フー
ド本体３８１の切り欠き部８４と先端側端部３９１との境界の角部に、外壁面３３７に向
けた凸部を設けることで連通路３９０を形成することもできる。
【０１０６】
　［第５実施形態］
　次に、第５実施形態の内視鏡の先端部４３４および超音波内視鏡用フード４８０（以下
、単にフード４８０という）について説明する。
【０１０７】
　図１２は、第５実施形態の内視鏡の先端部４３４と、フード４８０とを示し、先端部本
体４３６に装着される前のフード４８０を示した斜視図である。また、図１３は、先端部
本体４３６にフード４８０を装着した状態を示した斜視図である。なお、図１２および図
１３に示す第５実施形態の説明において、図３および図４に示した第１実施形態と同一ま
たは類似の部材については同一の符号を付して説明を省略する場合がある。
【０１０８】
　第５実施形態の内視鏡は、先端部本体４３６に第２の突出部４７６が設けられ、フード
４８０は、連通路を有さない点が、第１実施形態の先端部３４およびフード８０と異なる
構成である。
【０１０９】
　第２の突出部４７６は、先端部本体４３６の外壁面４３７で、処置具導出口５８および
右側観察手段形成面６４Ｒに隣接した位置からフード本体４８１の内壁面に向かって突出
して設けられる。先端部本体４３６にフード４８０が装着されると、第２の突出部４７６
がフード本体４８１の内壁面に当接されることにより、フード本体４８１の内壁面と先端
部本体４３６の外壁面との間に連通部４８７が形成される。
【０１１０】
　第５実施形態の内視鏡によれば、図１３の矢印Ｅで示すように、第１空間６８から第３
の空間７４に連通部４８７を介して空気を流入させることができる。これにより、第３の
空間７４に生じる負圧を抑制することができるので、処置具導出口５８に体腔壁が密着す
ることを防止することができる。
【０１１１】
　［第６実施形態］
　次に、第６実施形態の内視鏡の先端部５３４および超音波内視鏡用フード５８０（以下
、単にフード５８０という）について説明する。
【０１１２】
　図１４は、第６実施形態の内視鏡の先端部５３４と、フード５８０とを示し、先端部本
体５３６に装着される前のフード５８０を示した斜視図である。また、図１４は、先端部
５３４にフード５８０を装着した状態を示した斜視図である。なお、図１４および図１５
に示す第６実施形態の説明において、図３および図４に示した第１実施形態と同一または
類似の部材については同一の符号を付して説明を省略する場合がある。
【０１１３】
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　第６実施形態の内視鏡は、先端部本体５３６に溝部５７２が設けられ、フード５８０は
、連通路を有さない点が、第１実施形態の先端部３４およびフード８０と異なる構成であ
る。
【０１１４】
　図１４および図１５に示すように、先端部本体５３６の外壁面５３７に、右側観察手段
形成面６４Ｒから処置具導出口５８に伸びる溝部５７２が設けられる。先端部本体５３６
にフード５８０が装着されると、溝部５７２とフード本体５８１の内壁面との間に連通部
５８７が形成される。
【０１１５】
　第６実施形態の内視鏡によれば、図１５の矢印Ｆで示すように、第１空間６８から第３
の空間７４に連通部５８７を介して空気を流入させることができる。これにより、第３の
空間７４に生じる負圧を抑制することができるので、処置具導出口５８に体腔壁が密着す
ることを防止することができる。
【０１１６】
　第４実施形態から第６実施形態の先端部３３４、４３４、５３４およびフード３８０、
４８０、５８０は、第３の空間７４が負圧であり、第１の空間６８が開放している場合に
、第１の空間６８から第３の空間７４に空気を流入させることができ、効果的である。
【０１１７】
　［第７実施形態］
　次に、第７実施形態の内視鏡の先端部６３４および超音波内視鏡用フード６８０（以下
、単にフード６８０という）について説明する。
【０１１８】
　図１６は、第７実施形態の内視鏡の先端部６３４と、フード６８０とを示し、先端部本
体６３６に装着される前のフード６８０を示した斜視図である。また、図１７は、先端部
本体６３６にフード６８０を装着した状態を示した斜視図である。なお、図１６および図
１７に示す第７実施形態の説明において、図３および図４に示した第１実施形態と同一ま
たは類似の部材については同一の符号を付して説明を省略する場合がある。
【０１１９】
　第７実施形態の内視鏡は、フード６８０の切り欠き部８４からフード本体６８１の基端
側に向かって連通路６８５が設けられる点が第１実施形態の先端部３４およびフード８０
と異なる構成である。
【０１２０】
　連通路６８５は、フード本体６８１の内壁面に、切り欠き部８４からフード本体６８１
の基端側に伸びる２本の枠部材６９２により形成され、その枠部材６９２の間を連通路６
８５とすることができる。先端部本体６３６の外壁面６３６にフード本体６８１が装着さ
れると、連通路６８５と先端部本体６３６の外壁面とで、連通部６８７が形成される。
【０１２１】
　第７実施形態の内視鏡によれば、図１７の矢印Ｇで示すように、フード本体６８１の基
端側の空間である第２空間７０から、処置具導出部５６の開口６６、起立台収容部６２、
および処置具導出口５６により形成される第３の空間７４に連通部６８７を介して空気を
流入させることができる。これにより、第３の空間７４に生じる負圧を抑制することがで
きるので、処置具導出口５８に体腔壁が密着することを防止することができる。
【０１２２】
　［第８実施形態］
　次に、第８実施形態の内視鏡の先端部７３４および超音波内視鏡用フード７８０（以下
、単にフード７８０という）について説明する。
【０１２３】
　図１８は、第８実施形態の内視鏡の先端部７３４と、フード７８０とを示し、先端部本
体７３６に装着される前のフード７８０を示した斜視図である。また、図１９は、先端部
本体７３６にフード７８０を装着した状態を示した斜視図である。なお、図１８および図
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１９に示す第８実施形態の説明において、図３および図４に示した第１実施形態と同一ま
たは類似の部材については同一の符号を付して説明を省略する場合がある。
【０１２４】
　第８実施形態の内視鏡は、先端部本体７３６に溝部７７２が設けられ、フード７８０は
、連通路を有さない点が、第１実施形態の先端部３４およびフード８０と異なる構成であ
る。
【０１２５】
　図１８および図１９に示すように、先端部本体７３６の外壁面７３７に、処置具導出口
５６から先端部本体７３６の基端側に伸びる溝部７７２が設けられる。先端部本体７３６
にフード７８０が装着されると、溝部７７２とフード本体７８０の内壁面とで、連通部７
８７が形成される。
【０１２６】
　第８実施形態の内視鏡によれば、図１９の矢印Ｈで示すように、第２空間７０から第３
の空間７４に連通部７８７を介して空気を流入させることができる。これにより、第３の
空間７４に生じる負圧を抑制することができるので、処置具導出口５８に体腔壁が密着す
ることを防止することができる。
【０１２７】
　［第９実施形態］
　次に、第９実施形態の内視鏡の先端部８３４および超音波内視鏡用フード８８０（以下
、単にフード８８０という）について説明する。
【０１２８】
　図２０は、第９実施形態の内視鏡の先端部８３４と、フード８８０とを示し、先端部本
体８３６に装着される前のフード８８０を示した斜視図である。また、図２１は、先端部
本体８３６にフード８８０を装着した状態を示した斜視図である。なお、図２０および図
２１に示す第９実施形態の説明において、図３および図４に示した第１実施形態と同一ま
たは類似の部材については同一の符号を付して説明を省略する場合がある。
【０１２９】
　第９実施形態の内視鏡は、先端部本体８３６に溝部８７２が設けられ、フード８８０は
、連通路を有さず、連通孔２８８を有する点が、第１実施形態の先端部３４およびフード
８０と異なる構成である。
【０１３０】
　図２０および図２１に示すように、先端部本体８３６の外壁面８３７に、処置具導出口
５８から先端部本体８３６の基端側に伸びる溝部８７２が設けられる。また、フード本体
８８１は、先端部８３４にフード８８０を装着した状態において、溝部８７２に対応する
位置に、連通孔８８８を有する。先端部８３４にフード８８０が装着されると、溝部８７
２とフード本体８８１の内壁面と連通孔８８８とにより連通部８８７が形成される。
【０１３１】
　第９実施形態の内視鏡によれば、図２１の矢印Ｉで示すように、第２空間７０から第３
の空間７４に連通部８８７を介して空気を流入させることができる。これにより、第３の
空間７４に生じる負圧を抑制することができるので、処置具導出口５８に体腔壁が密着す
ることを防止することができる。
【０１３２】
　なお、フード８８０に設けられた連通孔８８８にも、第３実施形態の内視鏡のフード２
８８と同様に、弁（不図示）を設けることができる。弁を設けることで、空気の流入方向
を第２空間７０から第３空間７４への一方向とすることができる。
【０１３３】
　第７実施形態から第９実施形態の内視鏡の先端部６３４、７３４、８３４およびフード
６８０、７８０、８８０は、第３の空間７４が負圧であり、先端部本体６３６、７３６、
８３６の観察手段形成面６４Ｌ、６４Ｒに体腔壁が密着しやすく、第１の空間６８から空
気を流入できない場合に、第２の空間７０から第３の空間７４に空気を流入させることが
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でき、効果的である。
【符号の説明】
【０１３４】
１　超音波内視鏡
１０　操作部
１２　挿入部
１４　ユニバーサルコード
１６　アングルノブ
１８　起立操作レバー
２０　送気送水ボタン
２２　吸引ボタン
２４　処置具導入口
３０　軟性部
３２　湾曲部
３４、１３４、２３４、３３４、４３４、５３４、６３４、７３４、８３４　先端部
３６、１３６、２３６、３３６、４３６、５３６、６３６、７３６、８３６　先端部本体
３７、１３７、２３７、３３７、４３７、５３７、６３７、７３７、８３７　外壁面
３８、１３８　先端部本体の軸線
４０　基部
４２　延部
４４　観察窓
４６Ｌ、４６Ｒ　照明窓
４８　送気送水ノズル
５０　超音波トランスデューサ
５２　超音波送受信面
５６　処置具導出部
５８　処置具導出口
６０　起立台
６２　起立台収容部
６４Ｌ　左側観察手段形成面
６４Ｒ　右側観察手段形成面
６６　開口
６８　第１の空間
７０　第２の空間
７４　第３の空間
８０、１８０、２８０、３８０、４８０、５８０、６８０、７８０、８８０　超音波内視
鏡用フード
８１、１８１、２８１、３８１、４８１、５８１、６８１、７８１、８８１　フード本体
８２　装着部
８３　庇状部
８４　切欠き部
８５、６８５　連通路
８６　凸条部
８７、１８７、２８７、３８７、４８７、５８７、６８７、７８７、８８７　連通部
１７２、２７２、５７２、７７２、８７２　溝部
２８８、８８８　連通孔
２８９　弁
３９０　第１の突出部
３９１　先端側端部
４７６　第２の突出部



(20) JP 6652521 B2 2020.2.26

６９２　枠部材

【図１】 【図２】



(21) JP 6652521 B2 2020.2.26

【図３】 【図４】

【図５】 【図６】



(22) JP 6652521 B2 2020.2.26

【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】



(23) JP 6652521 B2 2020.2.26

【図１１】 【図１２】

【図１３】 【図１４】



(24) JP 6652521 B2 2020.2.26

【図１５】 【図１６】

【図１７】 【図１８】



(25) JP 6652521 B2 2020.2.26

【図１９】 【図２０】

【図２１】



(26) JP 6652521 B2 2020.2.26

10

フロントページの続き

(56)参考文献  特開２０１６－０５９４７１（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００９－２６８７５１（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２０１２－００５７６７（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００５－３２３８８６（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ａ６１Ｂ　　　８／００－８／１５
              Ａ６１Ｂ　　　１／００－１／３２　　　　



专利名称(译) 超声波内窥镜及超声波内窥镜罩

公开(公告)号 JP6652521B2 公开(公告)日 2020-02-26

申请号 JP2017071144 申请日 2017-03-31

[标]申请(专利权)人(译) 富士胶片株式会社

申请(专利权)人(译) 富士胶片株式会社

当前申请(专利权)人(译) 富士胶片株式会社

[标]发明人 森本康彦
井山勝蔵

发明人 森本 康彦
井山 勝蔵

IPC分类号 A61B8/12 A61B1/00

FI分类号 A61B8/12 A61B1/00.651 A61B1/00.530 G02B23/24.A

F-TERM分类号 2H040/BA00 2H040/DA12 2H040/DA51 2H040/DA56 4C161/BB04 4C161/CC06 4C161/DD03 4C161
/FF37 4C161/FF43 4C161/HH24 4C161/JJ11 4C161/LL02 4C601/BB22 4C601/EE11 4C601/FE02

其他公开文献 JP2018171257A

外部链接 Espacenet

摘要(译)

解决的问题：提供一种超声波内窥镜和一种用于超声波内窥镜的罩，该
内窥镜和罩能够通过抽吸防止体腔壁与尖端本体紧密接触，并通过观察
窗确保观察视野。 超声波内窥镜包括：超声波换能器50；和 尖端主体36
具有处理器械导出部56和观察窗44。 超声波内窥镜罩80，其安装在前端
主体36上，该前端罩36包括前端罩主体81和檐状部83。前端主体36或前
端罩主体81中的至少一方设有连通部87。 在处置器具导出部56和观察窗
44的前端侧且比超声波振子50更靠基端侧的第1空间68和在基端侧或外
周的至少一方的第2空间70 抽油烟机主体的侧面81.选图：图4

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/3e8e56b9-66e5-4420-b04d-920cb779607e
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/064108006/publication/JP6652521B2?q=JP6652521B2

